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３．平成２８年度の研究の特筆すべき成果 

 

平成２７年度から、研究ステーション長の西野が、本学の住友電工寄附講座・データア

ントレプレナー育成講座の運営委員を担当することになったので、大学院ＩＥ研究科の専

門科目において、デザイン思考に基づくアプリケーションの研究開発を本研究ステーショ

ンのメンバーが指導した。具体的には、AI、IoT、ビッグデータ等を扱うデータ関連人材の

育成するため、IBM Watson を用いた人工知能アプリの開発研究を行った。 

例えば、「実践ソフトウエア開発概論 III」では、デザイン思考をベースに、受講者が、

各自が発想するアプリケーションの実装を行った。具体的な開発テーマは、以下の通り。 

・案内ロボットのための質問応答システム：大学祭の受付で、高校生や父兄からの質問に

対して自然言語で解答するロボット（アルデバラン社製・NAO）に搭載予定のシステム。 

・Watson ラッパーの実現：Watson NLC の機械学習用データを自動でフォーマットしたり、

学習の進捗状況をモニターするアプリ。 

・秘書アプリ： 受け取った電子メイルを内容別に自動分類し、スケジュールや締め切り

等に関する質問に答えるアプリ。 

・食事の献立アドバイスアプリ：最近食べた食事の栄養価を考慮して、次の食事のメニュ

ーをアドバイスするスマホ用アプリ。 

 

４．平成２７年度の研究成果の公表実績 



 

平成２７年度に主催した研究会・シンポジウム等は、ありませんでした。 

 

５．外部資金の獲得状況 

 

1. 科研費 挑戦的萌芽研究, 研究代表者：伊藤大雄, 直接経費 800,000 円 

2. 科研費 新学術領域研究, 学内研究代表者：伊藤大雄, 直接経費 6,540,000 円 

3. JST CREST, 学内研究代表者：伊藤大雄, 直接経費 3,300,000 円 

4. 科研費 基盤研究(C), 研究代表者：富田悦次, 直接経費 1,100,000 円 

5. 科研費 新学術領域 計画研究, 研究代表者：小林聡, 直接経費 22,700,000 円 

6. 科研費 基盤研究（C）研究代表者：武永康彦, 直接経費 600,000 円 

7. 住友電工寄附講座, 研究分担者：西野哲朗, 直接経費 800,000 円 

 

６．今後の研究発展 

 

引き続き、住友電工寄附講座・データアントレプレナー育成講座において、ＩＣＴを活用

した見守りロボットの開発等、老人介護の現場などで求められる実践的課題設定のもとで、

ソフトウェア（人工知能アプリ）の開発研究をより一層高度化させていく。 
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「招待講演発表」 

国際会議 The 11th International Conference and Workshops on Algorithms and 



Computation (WALCOM 2017) において基調講演 (招待講演)：Efficient algorithms for 
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以上。 

 


